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昨
年
度
の
多
摩
区
・
３
大

学
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
大
矢
根
淳
文
学
部
教
授

（
災
害
社
会
学
）が
中
心
と
な

り
、「
中
野
島
地
区
に
お
け
る

災
害
・
防
災
に
関
す
る
事
業
」

に
取
り
組
ん
だ
報
告
書
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、５
月
７
日
、

多
摩
区
役
所
で
、
皆
川
敏
明

多
摩
区
長
に
手
渡
し
た
。

こ
の
事
業
は
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
大
矢
根
教
授
、
大

学
院
文
学
研
究
科
社
会
学
専

攻
の
横
山
順
一
さ
ん
、
吉
川

忠
寛
防
災
都
市
計
画
研
究
所

長
が
中
心
と
な
り
、
同
町
会

の
自
主
防
災
組
織
メ
ン
バ
ー

の
方
々
と
地
域
防
災
活
動
に

つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
重
ね
て
き
た
。
「
防
災
の

視
点
」
を
も
っ
て
、
実
際
に

ま
ち
を
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
２
月
末
に
実
施
し
、

そ
こ
で
感
じ
と
っ
た
「
資

源
」、「
危
険
」、「
そ
の
両
方
に

な
り
う
る
も
の
」
の
情
報
を

巨
大
な
地
図
上
に
書
き
込
ん

だ
。
防
災
マ
ッ
プ
作
成
か
ら

得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
地
区
、
商

か
い

わ
い

店
街
、
小
学
校
界
隈
、
木
造

（
老
朽
）家
屋
密
集
地
区
な
ど

の
エ
リ
ア
ご
と
に
「
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
地
中
埋
設
化
」
、

「
人
的
資
源
の
再
発
見
・
組

織
化
」
、「
児
童
の
引
き
渡
し

訓
練
の
実
施
」
、「
町
会
と
福

祉
施
設
の
提
携
」
な
ど
の
提

案
を
し
て
い
る
。
報
告
書
に

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

話
し
合
い
や
、
マ
ッ
プ
完
成

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
詳
細
に

記
さ
れ
て
い
る
。

大
矢
根
教
授
は
、「『
被
災

は
日
常
生
活
の
通
信
簿
』
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

日
常
生
活
の
な
か
で
、
常
に

自
分
の
周
囲
を
見
つ
め
、
地

域
の
方
た
ち
と
の
関
係
性
に

愛
情
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
中
野
島
地
区
に
は
、
町

会
を
ベ
ー
ス
と
し
て
自
主
防

災
組
織
を
超
え
て
活
動
す
る

防
災
委
員
会
が
あ
る
と
い
う

大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
将
来

の
被
災
を
防
ぎ
た
い
と
い
う

熱
い
思
い
が
、

今
回
の
成
果
に

つ
な
が
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
と

常
に
確
認
し
あ

っ
て
い
た

の

は
、
防
災
マ
ッ

プ
を
つ
く
る
こ

と
は
、
目
的
で

は
な
く
、
あ
く

ま
で
手
段
で
あ

り
、
ひ
と
つ
の

過
程
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と

で
す
。
実
際
に

ま
ち
歩
き
を
行

い
、
問
題
点
を

発
見
し
た
ら
、
そ
の
解
決
策

を
考
え
、
関
係
機
関
に
交
渉

す
る
と
い
っ
た
行
動
を
起
こ

す
。
防
災
を
特
別
な
こ
と
と

考
え
ず
、
た
と
え
ば
古
く
な

っ
て
色
あ
せ
た
消
火
栓
マ
ー

ク
の
塗
り
直
し
な
ど
は
、
子

ど
も
会
の
行
事
に
組
み
込
ん

で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
意
識

の
中
に
『
防
災
』
を
植
え
つ

け
る
な
ど
、
マ
ッ
プ
づ
く
り

は
、
思
い
描
く
理
想
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
、
第
一
歩

で
す
。
こ
の
報
告
書
を
読
め

ば
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
再
現
・
実
施
で
き
る

よ
う
に
構
成
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
防
災
は
、

長
い
視
点
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
引

き
続
き
、
町
会
の
方
々
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
報
告

し
た
。

皆
川
区
長
は
、
同
席
し
た

中
野
島
町
会
の
方
々
の
感
想

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
「
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

は
、
多
摩
区
の
重
点
課
題
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
の
報
告

書
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

石
崎
徹
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
西

牟
田
充
恵
さ
ん（
経
営
３
）は
、

「
春
期
休
暇
中
を
活
用
し
て
、

将
来
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
た

い
」
と
広
告
代
理
店
の
ゲ
ッ
テ

ィ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
で

約
２
カ
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
っ
た
。

営
業
に
同
行
し
た
り
、
企
画

会
議
に
出
席
し
た
り
す
る
な
ど

の
貴
重
な
経
験
を
し
た
ほ
か
、

同
社
が
主
催
し
た
林
海
象
監
督

の
映
画
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

／
暗
号
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で
約
３
０

０
人
の
大
学
生
の
応
募
者
の
中

か
ら
準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
い
う
栄

冠
を
獲
得
∥
写
真
。
表
彰
式
で

は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行

い
、
そ
の
様
子
は
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
た
。
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
若
い
世
代
が
映
画
館

に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
な

ア
イ
デ
ア
を
競
う
も
の
で
、
西

牟
田
さ
ん
は
「
数
字
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
宝
く
じ
に
着
目
し
た

「
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
を
考
え
た
。

高
校
時
代
か
ら
広
告
に
興
味

が
あ
り
、
経
営
学
部
を
選
ん
だ

と
い
う
西
牟
田
さ
ん
。
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
友
人
に
誘
わ

れ
て
参
加
し
た
の
で
す
が
、
一

社
会
人
と
し
て
扱
っ
て
い
た
だ

き
、
高
い
目
標
と
情
熱
を
も
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返

る
。
現
在
は
、
同
社
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
広

告
業
界
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。「

興
味
が
あ
る
こ
と
に
一
歩

踏
み
だ
し
た
こ
と
で
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
が
広
が
り
ま
し
た
。
本

格
的
に
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
前
に
、
も
っ
と
社
会
や

企
業
の
こ
と
を
勉
強
し
、
今
回

の
経
験
か
ら
、
自
分
に
不
足
し

て
い
る
と
実
感
し
た
情
報
収
集

能
力
を
高
め
た
い
」
と
瞳
を
輝

か
せ
る
。

高
校
時
代
か
ら
得
意
だ
っ
た

ゲ
ー
ム
の
腕
を
買
わ
れ
、
２
０

０
８
年
秋
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
第
２
回
「
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
国
際
大
会
」
に
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
た
岡
本
脩
太
朗

さ
ん
（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
（
注
※
）
は
、

な

じ

日
本
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な

い
が
、
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア

で
は
国
が
文
化
活
動
と
し
て
支

援
す
る
ほ
ど
の
人
気
を
誇
る
。

日
本
は
団
体
戦
で
８
カ
国
中

５
位
だ
っ
た
が
、個
人
戦
は
、岡

本
さ
ん
の
チ
ー
ム
メ
ー
ト
が
優

勝
候
補
の
韓
国
代
表
を
破
り
、

優
勝
を
遂
げ
た
。「
団
体
戦
は
、

周
囲
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
反
射
神
経
を
働
か
せ
、
瞬

間
的
な
判
断
が
必
要
で
し
た
。

集
中
力
と
瞬
発
力
が
求
め
ら

れ
、
特
別
な
緊
張
感
を
味
わ
え

た
こ
と
も
大
き
な
経
験
で
し

た
」
と
振
り
返
る
。

大
会
後
は
学
業
と
サ
ー
ク
ル

活
動
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

に
所
属
し
、
３
年
次
必
修
科
目

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
上
平

崇
仁
准
教
授
の
指
導
の
も
と
、

「
遊
び
に
お
け
る
新
し
い
イ
ン

タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
」

（
仮
題
）
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
「
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

で
、
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
る
の

は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
自
分
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が

ら
、
成
果
発
表
会
と
い
う
ゴ
ー

ル
に
向
け
て
、
仲
間
と
協
力
し

て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
話
す
。

所
属
の
軽
音
楽
研
究
会
で
は

ド
ラ
ム
を
担
当
。
「
約
５０
人
の

部
員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
な

の
で
、
違
っ
た
視
点
や
、
い
ろ

い
ろ
な
個
性
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
言
う
。

学
部
で
学
ん
で
い
る
知
識
と

技
術
を
生
か
し
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
も
担

け
い

お
ん

当
。
「
軽
音
」
は
、
６
月
末
の
黒

門
祭
で
ラ
イ
ブ
を
披
露
す
る
。

※e
l
e
c
t
r
o
n
i
c

s
p
o
r
t
s

の
略
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム

（
特
に
対
戦
型
）
を
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
楽
し
む
。
審
判
が
存
在

す
る
の
も
他
の
ゲ
ー
ム
大
会
に

は
な
い
特
徴
。

文
学
部
人
文
学
科
の
１
年
次
生
が
、
初
め
て
体
験
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー

チ
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

環
境
地
理
学
専
攻
の
１
年
次
生
は
２
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
、
地
理
学
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
を
全
員
が
履
修

す
る
。

こ
の
う
ち
苅
谷
愛
彦
准
教
授
担
当
ク
ラ
ス
の
今

年
度
の
共
通
学
習
テ
ー
マ
は
「
多
摩
丘
陵
」。

同
ク
ラ
ス
で
は
５
月
６
日
、
誕
生
か
ら
３０
数
年

が
経
過
し
、
少
子
高
齢
化
な
ど
固
有
の
社
会
問
題

を
抱
え
て
い
る
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
西
部
を
訪

れ
、
住
宅
地
・
商
用
地
の
開
発
と
軌
跡
を
は
じ

め
、
近
く
に
残
る
「
谷
戸
」
の
自
然
や
暮
ら
し
を

観
察
す
る
巡
検（
野
外
実
習
）を
行
っ
た
∥
写
真
。

小
雨
が
降
る
中
、
初
め
て
野
外
で
の
調
査
を
行

っ
た
学
生
た
ち
か
ら
は
「
丘
の
上
か
ら
見
た
学
校

が
廃
校
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
少
子
化
問

題
を
自
分
の
目
を
通
し
て
実
感
し
た
」、「
建
物
や

道
路
か
ら
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
歴
史
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
が
わ
か
っ
た
」
、
「
『
調
査
』
と
い
う
目

線
で
歩
く
と
、
ふ
だ
ん
は
気
付
か
な
い
こ
と
も
見

え
て
く
る
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

社
会
学
専
攻
の
１
年
次
生
が
、
入
学
後
初
め
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
発
表
を
体
験
す
る
恒
例
の

「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
同
セ
ミ
ナ
ー
」
が
５
月

１６
、
１７
の
両
日
、
行
わ
れ
た
。

初
日
、
学
生
９１
人
が
所
属
の
基
礎
ゼ
ミ
８
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
小
田
急
線
沿
線
の
産
業
の
動
向

や
歴
史
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
人
々
の
生
活

な
ど
テ
ー
マ
を
決
め
て
�
ま
ち
歩
き
�
。
精
力
的

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
伊
勢
原

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
調
査
の
模
様
を
分
析
、
レ
ポ

ー
ト
に
ま
と
め
た
。

多
摩
市
職
員
の
協
力
で
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

歴
史
や
住
民
の
声
を
聞
い
た
宇
都
榮
子
ゼ
ミ
、「
向

ヶ
丘
遊
園
」
の
隆
盛
と
衰
退
の
歴
史
を
調
査
し
、

引
き
続
き
の
調
査
へ
の
意
欲
を
感
じ
取
っ
た
大
矢

根
淳
ゼ
ミ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
調
査
結

果
を
発
表
し
た
。

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
数
を
こ
な
す
う
ち
に
自
信

が
つ
い
た
よ
う
だ
。
一
連
の
作
業
を
通
じ
社
会
調

査
の
学
び
方
を
理
解
し
、
１
年
次
生
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
っ
た
」
（
合
宿
担
当
の

樋
口
博
美
准
教
授
）
な
ど
、
充
実
し
た
２
日
間
だ

っ
た
。

◀

報
告
書
を
手
渡
す
大
矢
根
教

授
（
左
）。
左
端
は
横
山
さ
ん

環
境
地
理
学
専
攻
・
苅
谷
ク
ラ
ス

▼ 写真提供：㈱ゲッティ

コミュニケーションズ

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

「
谷
戸
」の
自
然
な
ど
観
察

西
牟
田

充
恵
さ
ん

（
経

営

３
）

▲完成した報告書

文文・・大大矢矢根根淳淳教教授授とと院院生生のの横横山山順順一一ささんん 「「理理想想ののままちちづづくくりりへへのの一一歩歩」」

☆
被
災
は

日
常
生
活
の
通
信
簿

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら
、
自
分
を
形
成
し
て
い
け
る
の
が
、
大
学
の

魅
力
の
ひ
と
つ
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
２
人
の
学
生
を
紹
介
し
よ
う
。

ｅｅ
スス
ポポ
ーー
ツツ

国
際
大
会
に
出
場

社
会
学
専
攻
生

小
田
急
線
沿
線
で

８
グ
ル
ー
プ

岡
本

脩
太
朗
さ
ん

（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）

「
調
査
」初
体
験

▲ 中野島町会防災マップ

▶

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
分
析

を
行
い
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る

∥
伊
勢
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で

（１２）２００９年（平成２１年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４６５号


